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はじめに

2

全国学力・学習状況調査の目的は、義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、
①全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、

その改善を図る
②学校における児童生徒への学習指導の充実や学習状況の改善等に役立てる
③そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する

ことです。

本動画では、特に②の目的を意識して、学校に提供されるデータから一人一人の児童生徒の状
況を見取る方法をご紹介します。

（参考）令和８年度全国学力・学習状況調査に関する実施要領（令和７年12月５日文部科学省）
９．留意事項
（３）個人情報の保護等

ウ 各教育委員会及び学校等は、調査の実施や調査結果の活用等に当たって、児童生徒の個人情報を取り扱う際には、
個人情報保護法等に基づき、適切に取り扱うこと。特に、調査結果の活用に際しては、児童生徒を本人とする個人情報
を含む教育データについて、「教育データの利活用に係る留意事項」（文部科学省）も踏まえ、適切に取り扱うこと。



目 次
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質問調査結果から一人一人の状況を見取る
～「授業が分からない」と感じている児童を把握し、支援する～

分析例1

一人一人の教科調査結果をより細やかに読み取る
～体積に関する理解の状況やつまずきを把握し、支援する～

分析例2



分析例1

質問調査結果から一人一人の状況を見取る
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～「授業が分からない」と感じている児童を把握し、支援する～



児童生徒質問調査「授業の内容はよく分かりますか」と各教科の正答率・スコアの関係

5

「授業の内容はよく分かる」と
回答している児童生徒ほど、
各教科の正答率・スコアが
高い傾向が見られる。

「授業の内容がよく分からな
い」と回答している児童生徒
への支援が必要。

【出典】「令和８年度全国学力・学習状況調査の結果（概要）」 p.63



各学校の児童生徒質問調査の結果の確認
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05回答結果集計
（児童質問＜グラフ＞）

04回答結果集計
（児童質問＜表＞）

03問題別（解答類型）
調査結果

02問題別調査結果01調査結果概況

11個人票08結果チャート（学校）07回答状況（学校質問）06解答・回答状況（児童）

10学級別解答状況整理表（S-P表）09学校別解答状況整理表（S-P表）

（注）小学校の例です。中学校も同様です。

まず、学校に提供されている「05回答結果集計（児童質問
＜グラフ＞）」を見てみましょう。児童質問調査の全ての質問
項目について
・学校
・都道府県
・全国

の集計結果をグラフで確認できます。

学校
都道府県

全国



児童生徒質問調査「算数の授業の内容はよく分かりますか」の回答状況

7(注)本資料で示す提供データはサンプルなので、数値等は実際の結果と異なります。

「令和８年度全国学力・学習状況調査の結果（概要）」

質問番号を基に、 「05回答結果集計
（児童質問＜グラフ＞）」 から集計
結果を確認します。

「05回答結果集計（児童質問＜グラフ＞）」

（６２） 算数の授業はよく分かりますか

「算数の授業はよく分かる」に否定的に回答した児童の割合が
全国や県と比べて大きい。

⇒どの児童が否定的に回答したのか？

どちらかといえば、
当てはまらない

当てはま
らない

当ては
まる

どちらかといえば、
当てはまる

貴校

●●県（公立）

全国（公立）



各児童の問題・質問への解答・回答状況の確認
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05回答結果集計
（児童質問＜グラフ＞）

04回答結果集計
（児童質問＜表＞）

03問題別（解答類型）
調査結果

02問題別調査結果01調査結果概況

11個人票08結果チャート（学校）07回答状況（学校質問）06解答・回答状況（児童）

10学級別解答状況整理表（S-P表）09学校別解答状況整理表（S-P表）

（注）小学校の例です。中学校も同様です。

このファイルを使います
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06 解答・回答状況（児童） ファイル名：[13桁の数字]_06解答・回答状況（児童）_[２桁の数字].xlsx

教科に関する調査において各児童の問題ごとの正誤、および解答類型を表した表です。
児童質問調査において、各児童の質問ごとの回答選択肢番号を表した表です。
※点字版の児童質問調査で使用した紙の冊子の質問番号と、帳票の質問番号が異なることがあります。

(注)本資料で示す提供データはサンプルなので、数値等は実際の結果と異なります。

（注）小学校の例です。中学校も同様です。

各教科・質問調査で
シートが分かれています。
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「算数の授業が分からない」と感じている児童を把握する

(注)本資料で示す提供データはサンプルなので、数値等は実際の結果と異なります。

分析方法
（注）小学校の例です。中学校も同様です。

Microsoft Excelを使った場合の操作方法です。また、ファイルを使用する環境によっては、異なる操作が必要となる場合があります。

(1) 「質問調査」のシートを選択する。

ここで把握された「算数の授業が分からない」と感じている児童
については、特につまずきの要因を丁寧に分析し、状況に応じた
支援を検討・実施していくことが重要です。

(2) フィルタを設定する。
①質問番号の行（22・23行目）全体を左クリックして選択する。

②「データ」タブ → 「並べ替えとフィルター」から「フィルター」を選択する。

データ
フィルター

質問番号の行にフィルターが
設定されます。

(3) 児童質問(62)「算数の授業の内容はよく分かりますか」に
対して「３．どちらかといえば、当てはまらない」 「４．当ては
まらない」と回答した児童の行のみを表示させる。
①フィルターを付けた行の中から「(62)」を探し、セル横の▽を押す。

②３・４のみをチェックすると、３・４と回答した児童のみが表示される。



児童質問調査結果からつまずきの要因を考える_1分析方法

11(注)本資料で示す提供データはサンプルなので、数値等は実際の結果と異なります。

「算数の授業が分からない」と感じている児童生徒のつまずきについて、質問調査の回答から掘り下げる方法を紹介します。
※分析対象はあくまでも一例で、他の教科調査・質問調査の項目によりつまずきの要因を考えることもできます。

＜分析対象＞
・５年生までに受けた授業では、算数の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用できていましたか。〔64〕
・５年生までに受けた授業では、算数の問題の解き方が分からないときは、あきらめずにいろいろな方法を考えましたか。〔65〕
・５年生までに受けた授業では、算数の授業で、どのように考えたのかについて説明する活動をよく行っていましたか。〔66〕
・５年生までに受けた授業では、図形や数直線など図が示された問題では、問題を解くときに図が役に立つと思いましたか。〔67〕

(2) 「質問調査」のシートのセルを着色する。
※このステップは省略可能ですが、着色しておくと視認性が向上します。

①色を付けたい範囲を選択する。
②「ホーム」タブ → 「スタイル」の「条件付き書式」→「カラース

ケール」→任意のスケールを選択する。

ホーム
条件付き書式

カラースケール

(3) 前ページの(2)(3)と同じ方法で「算数の授業が分から
ない」と感じている児童の行のみを表示させる。

(1) 「質問調査」のシートを選択する。

（注）小学校の例です。中学校も同様です。
Microsoft Excelを使った場合の操作方法です。また、ファイルを使用する環境によっては、異なる操作が必要となる場合があります。



児童質問調査結果からつまずきの要因を考える_2分析方法

12(注)本資料で示す提供データはサンプルなので、数値等は実際の結果と異なります。

(4) 表示された「算数の授業が分からない」と感じている児童について、(64)～(67)の児童質問への回答状況を見て、必要な手立てを
考える。

算数の授業で学
習したことを、普
段の生活の中で
活用できていまし
たか。〔64〕

算数の問題の解
き方が分からな
いときは、あきら
めずにいろいろな
方法を考えまし
たか。〔65〕

算数の授業で、
どのように考えた
のかについて説
明する活動をよく
行っていましたか。
〔66〕

図形や数直線
など図が示され
た問題では、問
題を解くときに図
が役に立つと思
いましたか。
〔67〕

900314の児童は、算数の学習に粘り強く取り組もうとし
ている。一方で、学習内容を日常生活に生かすことや、
図を用いて考えることには課題が見られる可能性がある。

900290の児童は、算数の授業で自分の考え
を説明する機会が十分ではなかったと感じている
可能性がある。一方で、図を活用することの有
用性は認識していることがうかがえる。

（注）小学校の例です。中学校も同様です。
Microsoft Excelを使った場合の操作方法です。また、ファイルを使用する環境によっては、異なる操作が必要となる場合があります。

このような見取りをもとに、「今後は、図を用いて考え
を説明する機会やその有用性やよさを伝え合う機会を
数多く設け、説明に自信をつけ、図を意図的に活用で
きるように支援したい」などと考えることができます。



分析例2
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一人一人の教科調査結果をより細やかに読み取る

～体積に関する理解の状況やつまずきを把握し、支援する～



大問１（１）

(３) 小学校算数

具体的な設問例

R8

一辺が８㎝の立方体の体積
を求める式を書く。

８×８×８
正答

正答率 72.9％

① ８×８ ･･･ 10.2%
② ８×６、８×３ ･･･ 5.5％誤答例

① 立方体の全ての辺が等しいことは理解しているが、誤って正方形の
面積の公式を用いていると考えられる。面積や体積の理解に課題がある
と考えられる。

② 立方体の特徴を、体積の計算の求め方に結び付けることができてい
ないと考えられる。

関連する過去の問題
令和６年度３（３）

直径22cmの球がぴったり入る立
方体の体積を求める式を書く。

解答の分析

☞「令和８年度【小学校算数】報告書」

大問１ 授業アイディア例
https://www.nier.go.jp/26chousakekkahou
koku/report/data/26pmath_idea_01.pdf#pa
ge=20

無解答率1.2％

球の直径の長さと立方体の一辺の長さの関係を捉え、立方体
の体積の求め方を式に表すことに課題が見られた。
深い理解を伴う知識の習得ができておらず、体積の単位とこ
れまでに学習した球の直径の長さや立方体を構成する要素と
の関係を考察できていないと考えられる児童がいた。

正答率

36.9％

令和６年度調査では立方体の一辺の長さが示されておらず、球の直径を基に立方体の一辺の
長さを捉える必要があったのに対し、本設問は、立方体の一辺の長さが示された上で立方体
の体積を求める式を書くことができるかどうかをみる問題を出題した。

２．教科に関する調査結果

分析のポイント①結果のポイント② 立方体の体積の計算による求め方について、一定数の児童は理解できているが、課題がある。

図形

【出典】
「令和８年度全国学力・学習状
況調査の結果（概要）」p.17



分析のポイント①

(３) 小学校算数

１㎤の立方体を36個使ってできた直方体の体積を書く。

R8

指導改善のポイント
体積も面積などと同じように、単位の大きさを決めるとその幾つ分として数値化
して捉えることができることを理解できるようにすることが大切である。また、
体積は1㎤の幾つ分として表すことができることや、立体の形が違っても体積は
同じであることを理解できるようにすることが大切である。

図形

〇誤答例の解説

「144」「９」「36、144、
４以外の４の倍数」を解答し
ている児童は、36や高さの
数である４を使った計算の答
えなどを体積としていると考
えられる。

体積は単位体積の立方体の幾
つ分で表すことができること
を理解することに課題がある
と考えられる。

40.4%36 と解答しているもの正答

19.9%144と解答しているもの

誤答

14.2%９ と解答しているもの

1.4%４ と解答しているもの

15.1%36、144、４以外で
４の倍数を解答しているもの

4.8%上記の５つ以外の解答

無解答率4.2％解答の分析

大問１（１） × 大問１（３）クロス集計

立方体の体積の計算による求め方について理解して
いるかをどうかを問う［大問１（１）］と体積の意
味について理解しているかをどうかを問う［大問１
（３）］のクロス集計 （＊数値は％）

大問１（３）

合計無解答誤答正答

72.91.935.435.7正答
大
問
１(

１)

25.81.519.64.7誤答

1.20.80.30.1無解答

100.04.255.440.4合計

大問1(1)が正答の
場合(72.9％)の
大問1(3)の正答・
誤答・無解答の割合

正答

48.9%

誤答

48.5%

無解答

2.6%

51.1％

立方体の体積の計算による求め方について理解で
きている児童の約半数は、体積の意味については
理解できていない(51.1％)。

２．教科に関する調査結果

分析のポイント①結果のポイント③ 体積の意味について理解することに課題がある。

大問１（３）具体的な設問例

【出典】
「令和８年度全国学力・学習状
況調査の結果（概要）」p.18

体積に関する
一人一人の
理解の状況や
つまずきを把
握するための
分析を行う。



SNSや動画視聴等の利用時間、勉強時間、正答率・スコアの分析
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05回答結果集計
（児童質問＜グラフ＞）

04回答結果集計
（児童質問＜表＞）

03問題別（解答類型）
調査結果

02問題別調査結果01調査結果概況

11個人票08結果チャート（学校）07回答状況（学校質問）06解答・回答状況（児童）

10学級別解答状況整理表（S-P表）09学校別解答状況整理表（S-P表）

（注）小学校の例です。中学校も同様です。

このファイルを使います
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06番帳票のデータ統合・ピボット分析準備_1

(注)本資料で示す提供データはサンプルなので、数値等は実際の結果と異なります。

（注）小学校の例です。
中学校も同様です。分析の準備

(1) 国立教育政策研究所公教育データ・プラットフォーム「教育データ活用講座」ページにて、本動画近くに掲載されて
いる「分析用シートテンプレート（小学校）」をダウンロードする。

・
・
・

データから一人一人の児童生徒の状況を見取る

令和８年８月

動画の目次（チャプター）はこちら 

動画で使われているスライド資料はこちら 

分析用シートテンプレート（小学校） 

分析用シートテンプレート（中学校） 

PDF

EXCEL

EXCEL



分析の準備
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(2) ６年１組の「06 解答・回答状況」ファイルの国語シートの下側の表から、全児童の解答状況の情報（見出し行
を除く。）をコピーして、 (1)でダウンロードした「分析用シートテンプレート（小学校）」にそのまま貼り付ける。

(注)本資料で示す提供データはサンプルなので、数値等は実際の結果と異なります。

（注）小学校の例です。
中学校も同様です。

…

…

06 解答・回答状況 分析用シートテンプレート（小学校）

見出し行は
含めません。

…

06番帳票のデータ統合・ピボット分析準備_2
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(3) ６年１組の「06 解答・回答状況」ファイルの算数シートの下側の表から、全児童の解答状況の情報の「付記欄」より
右側（見出し行を除く。）をコピーして、 (2)で貼り付けた国語のデータの隣にそのまま貼り付ける。

(注)本資料で示す提供データはサンプルなので、数値等は実際の結果と異なります。

（注）小学校の例です。
中学校も同様です。分析の準備

…

…

06 解答・回答状況 分析用シートテンプレート（小学校）

見出し行は
含めません。

学年・組・答案番号
は含めません。

…

…
各シートには、調査に参加した
全ての児童の調査結果が答案
番号順に掲載されているので、
そのまま貼り付ければ各児童の
データが結合されます。

06番帳票のデータ統合・ピボット分析準備_3



20(注)本資料で示す提供データはサンプルなので、数値等は実際の結果と異なります。

（注）小学校の例です。
中学校も同様です。分析の準備

(4) ６年１組の「06 解答・回答状況」ファイルの児童質問シートの下側の表から、全児童の回答状況の情報の「付記
欄」より右側（見出し行を除く。）をコピーして、 (3)で貼り付けた算数のデータの隣にそのまま貼り付ける。

06 解答・回答状況

…

見出し行は
含めません。

学年・組・答案番号
は含めません。

各シートには、調査に参加した
全ての児童の調査結果が答案
番号順に掲載されているので、
そのまま貼り付ければ各児童の
データが結合されます。

分析用シートテンプレート（小学校）

… …

…

06番帳票のデータ統合・ピボット分析準備_4
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(5) 学級が複数ある場合は、 (2)から(4)と同じ要領で６年１組の解答・回答情報の下に貼り付ける。

(注)本資料で示す提供データはサンプルなので、数値等は実際の結果と異なります。

（注）小学校の例です。
中学校も同様です。

…

(6) 作成したファイルを、名前を付けて保存する（xlsx形式）。

分析の準備 06番帳票のデータ統合・ピボット分析準備_5



①分析シートのデータ内のどこか１セルをクリックします。

②「挿入」→「ピボットテーブル」→「テーブルまたは範囲から」をクリックします。

22(注)本資料で示す提供データはサンプルなので、数値等は実際の結果と異なります。

(7) ピボット分析の準備をする。

③テーブル・範囲は自動で入力されます。ピボットテーブルを配置する
場所として「新規ワークシート」を選択してOKを押す。

（注）Microsoft Excelを使った場合の操作方法です。また、ファイルを使用する環境によっては、異なる操作が必要となる場合があります。

ピボット分析：データを様々な視点で集計し、傾向や特徴を見える化する分析方法。
⇒「どの児童がどのような結果になっているか」を表を使って分かりやすく示せる。

（注）小学校の例です。
中学校も同様です。分析の準備 06番帳票のデータ統合・ピボット分析準備_6



…

①シートの右側に表示された「ピボットテーブルのフィールド」の
行エリアに「算数_１（１）_正誤」
列エリアに「算数_１（３）_正誤」
値エリアに「答案番号」

をドラッグする。

23(注)本資料で示す提供データはサンプルなので、数値等は実際の結果と異なります。

(1)行、列、値を設定し、ピボットテーブルを作成する。
②値エリアのボックス「合計/答案番号」をクリックして、「値フィールドの

設定」を選択する。集計方法タブで「個数」を選択し、OKを押す。

（注）Microsoft Excelを使った場合の操作方法です。
また、ファイルを使用する環境によっては、異なる操作が必要となる場合があります。

体積に関する２設問の解答傾向を整理する_1分析方法①

「分析の準備(7)」で準備したワークシートを使用します。

このようなピボットテーブルが
表示されます。
○：正答
×：誤答
―：無解答



①ピボットテーブルをクリックする。

②「デザイン」タブ → 「レポートレイアウト」から「表形式で表示」を
選択すると、列名・行名が表示される。

24(注)本資料で示す提供データはサンプルなので、数値等は実際の結果と異なります。

(2) ピボットテーブルを整えて数値を読み取る。

（注）Microsoft Excelを使った場合の操作方法です。
また、ファイルを使用する環境によっては、異なる操作が必要となる場合があります。

分析方法①

デザイン

③行ラベルや列ラベルの をクリックして項目を並べ替えるなどして、
体裁を整える。

・算数1(1)正答・算数1(3)正答は14人
・算数1(1)正答・算数1(3)誤答・無解答は17+2=19人
など、体積に関する２設問の学年全体の解答傾向が分かりました。

体積に関する２設問の解答傾向を整理する_2



①シートの右側に表示された「ピボットテーブルのフィールド」の下側の「行」
に「学年」「組」「答案番号」をドラッグする。

③下側の「値」に「算数_1(1)_解答類型」「算数_1(3)_解答類型」を
ドラッグする。

25(注)本資料で示す提供データはサンプルなので、数値等は実際の結果と異なります。

(1) 行や値を設定する。 (2) スライサーを作る。
①ピボットテーブル内をクリックすると、上側に「ピボットテーブル分析」という

タブが出るので、「スライサーの挿入」をクリック。

②一覧が出るので、
・「算数_1(1)_正誤」
・「算数_1(3)_正誤」

にチェックを入れる。

…

（注）Microsoft Excelを使った場合の操作方法です。
また、ファイルを使用する環境によっては、異なる操作が必要となる場合があります。

体積に関する一人一人の理解の状況やつまずきを把握する_1分析方法②

「分析の準備(7)」で準備したワークシートを使用します。



算数1(1)は正答だが、
算数1(3)が誤答・無解答
だった児童（右の円グラフ
の赤で囲まれた部分に該当
する児童）がリストアップ
されるとともに、それぞれの
児童の算数1(3)の解答
類型が表示されました。

26(注)本資料で示す提供データはサンプルなので、数値等は実際の結果と異なります。

①スライサーが表示される。それぞれのスライサーから以下を選択する。
・算数1(1)が 「○（正答）」。
・算数1(3)が 「×（誤答）」 「―（無解答）」。
※複数選択するときは、右上の複数選択ボタンをクリックしておく。

(3) 分析したい児童を絞り込む。
②①に当てはまる児童、

・学年・組・答案番号
・算数_1(1)_解答類型
・算数_1(3)_解答類型

が表示される。

【出典】
「令和８年度全国学力・学習
状況調査の結果（概要）」p.18

体積に関する一人一人の理解の状況やつまずきを把握する_2分析方法②
（注）Microsoft Excelを使った場合の操作方法です。

また、ファイルを使用する環境によっては、異なる操作が必要となる場合があります。



27(注)本資料で示す提供データはサンプルなので、数値等は実際の結果と異なります。

(3)で表示された児童の算数1(3)の解答類型を見てみる。

(4) 絞り込まれた児童の算数1(3)の解答類型を
分析する。

(3)で表示された児童の児童質問の回答状況を見てみる。
※(1)の要領で、ピボットテーブルに表示させる項目を追加す

ることができます。ここでは児童質問(62)「算数の授業の
内容はよく分かりますか」の回答状況を表示させました。

このリストの児童の中で、児童質問(62)「算数の授業の内
容はよく分かりますか」に対して「３．どちらかといえば、当て
はまらない」 「４．当てはまらない」と回答している割合が
高いことが分かります。

(5) 絞り込まれた児童の児童質問調査の回答状況を分析する。

体積に関する一人一人の理解の状況やつまずきを把握する_3分析方法②
（注）Microsoft Excelを使った場合の操作方法です。

また、ファイルを使用する環境によっては、異なる操作が必要となる場合があります。

このような考察をもとに、「【小学校算数】報告書
P.45～48の『授業アイディア例』を参考に、既習の
面積と関連付けながら、ブロックなどの具体物を用
いて直方体や立方体の体積を比較する活動を実施
してみよう。」などの手立て考えることができます。

このリストの児童の中には解答類型２、３、５の児童が多く見られます。
（参考）【小学校算数】報告書P.34

解答類型２、３、５…のように解答した児童は、36や高さの数である４を
使った計算の答えなどを体積としていると考えられる。体積は単位体積の立
方体の幾つ分で表すことができることの理解に課題があると考えられる。



（参考）全国学力・学習状況調査関係のホームページ

＜国立教育政策研究所ホームページ＞
教育課程研究センター「全国学力・学習状況調査」
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html
データで見る日本の教育「全国学力・学習状況調査」
https://www.nier.go.jp/edsc/edp/data/zenkokugakuryoku/index.html

＜文部科学省ホームページ＞
全国的な学力調査（全国学力・学習状況調査等）
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/gakuryoku-chousa/

本動画でご紹介した分析例はあくまでも一例です。
提供資料を、学校や学級の実態に応じた指導・支援の充実にご活用ください。
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